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(1) 動機：  考古遺跡の分布には，堆積・侵食などの自
然営力や工事などの人為によるバイアスがかかっ

ている．そこで，既知の遺跡の分布からバイアスを

除去して，未知の遺跡を含めた遺跡の存在確率密

度を推定したい． 
(2) 方法 ：  このような予測モデリング（ predictive 

modeling）の方法として，生態学的ニッチモデルの
応用を考える．具体的には，西南関東（武蔵野・多

摩・相模野）における縄文時代の狩猟活動を題材

に，陥穴によって証拠づけられる猟場遺跡の位置

と 50m メッシュ標高・傾斜角を入力変数として，遺
伝的アルゴリズム GARP 法[1]と最大エントロピーモ

デルMaxent法[2]による猟場の存在予測を試みた． 
(3) 評価：予測結果は，GARP（図 1）では「ある（1）」か
「ない（0）」の二値で返されるのに対し，Maxent（図
2）では連続的な確率密度で返される．両モデルと
も，丘陵・台地の河谷に近接する場所が狩猟好適

地として予測されており，港北ニュータウン開発事

業に起因する遺跡集中（図 1・2 中央）が教師デー
タとして役立っている．GARPで最尤 10モデルが 
 

 
図 1： 遺伝的アルゴリズムによる猟場の存在予測 

 すべて合致するゾーン（図 1の赤色）は，Maxentで
確率密度上位 10%に入るゾーン（図 2 の赤色）より
も広い．逆に言えば，Maxent の方が厳密な予測結
果を返している．二つのモデルを比較することによ

って，狩猟好適地のうち実際に猟場として使われた

可能性の高い場所（図 2の赤色）を絞り込める． 
(4) 展望：  今後，貝塚の時期別・貝種別分布に予測
モデリングを適用することによって，縄文時代の海

岸線を推定・復元することを計画している． 
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図 2： 最大エントロピーモデルによる猟場の存在予測 


